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広報

■99■2月号（Nα180）

たなべあゆみさん
　（松之山　竹野屋）

たかはしあづささん
　　（天水島　久善）

一
と

　
今
回
は
三
つ
の
保
育
所
に

途
中
か
ら
入
所
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
絵
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

　
み
ん
な
じ
ょ
う
ず
で
す
ね
。

おそとでボールつきとなわとぴを

しているの

　　　　　　善　　　豹

崇舜　サ、
1無』二

鎌
蟻

蝦

あいざわあきひろくん

　　（水梨重助）
ウルトラマンがならんでる

義　　　　　　　　　　驚饗奪

も
～し噛

領
．
・
鱒

土
曜
閉
庁
　
1
月
1
2
日
・
2
6
日

＊
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

気

　　　　　　　　　　　　　　　て　
　　　　　　
1　螺、

23　　　“」
日そとでりんこをたべてし、るどころおゆうぎ会で「旧玉の旅がらす」を
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編
集
後
記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
場
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

は
奴
心
ら
れ
そ
う
で
す
が
、
ム
フ
年
の

正
月
は
大
変
雪
が
少
な
く
の
ん
び

り
過
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
胃
の
方
が
ア
ル
コ
ー

ル
漬
け
で
、
具
合
い
の
悪
い
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
号
が
平
成
と
改
ま
っ
て
か
ら

三
年
口
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は

四
月
の
県
議
会
議
員
、
八
月
の
町

長
・
．
町
議
会
議
員
と
選
挙
く
の

に
ぎ
や
か
な
一
年
と
な
り
そ
う
で

す
。
町
の
抱
え
る
問
題
も
ま
だ
ま

だ
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

↓
月
一
口
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
四
五
（
▲
八
）

　
　
男
／
一
、
八
八
六
（
▲
二
）

　
　
女
／
一
、
九
五
九
（
▲
六
）

世
帯
数
／
一
、
一
七
五
（
▲
一
）

（
）
内
は
ト
．
一
月
】
目
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
一
月
号

平
成
三
年
一
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
台
六
⊥
㎜
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

見
事
に
大
役
を
こ
な
し
「
ホ
ッ
」
と
す
る

高
橋
誠
・
益
美
夫
妻
。

雪
が
激
し
く
降
る
中

婿
投
げ
の
主
役

高
橋
誠
え
（
天
水
島
）
が

湯
本
の
若
い
衆
に

か
つ
が
れ
て

薬
師
堂
へ
向
う
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！
r

り
し
き
る
雪
の
中

お
婿
さ
ん
が
宙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
本
婿
投
げ

．
．
一
自
年
の
伝
統
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
蒜
祭
と
し
て
翁
岡
的
に
有
名

と
な
っ
た
小
卍
月
百
事
「
婿
投
け
」

か
、
今
年
も
↓
月
卜
κ
日
の
乍
後
、

湯
本
部
落
薬
師
堂
前
に
お
い
て
盛

人
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
婿
投
げ
の
ぺ
役
を
お
お
せ

つ
か
っ
た
の
は
、
友
水
島
の
料
理

序
旧
　
”
士
胤
口
諏
木
”
　
の
巾
駒
L
L
、
　
』
”
同
『
構
凹
孔
畝
　
。

益
美
さ
ん
夫
・
女
で
す
。

午
後
二
時
、
湯
本
の
若
い
衆
と

御
神
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
自
宅
を

出
発
、
温
泉
街
の
入
り
口
か
ら
は

若
い
衆
に
か
つ
が
れ
薬
師
堂
目
指

し
て
一
気
に
駆
け
L
り
ま
す
。

薬
師
堂
の
ト
に
は
激
し
い
雪
が

降
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
レ
ビ

局
を
は
じ
め
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
・
観
光
客
・
地
．
兀
の
方
ら
が

詰
め
か
け
、
お
婿
さ
ん
が
投
げ
ら

れ
る
の
を
今
や
遅
し
と
待
っ
．
一
、
い

ま
す
、

●

す
み
ぬ
り
祭

ノ
ノ　

ー

〆

薬
師
堂
の
前
で
再
び
御
神
酒
を

飲
ん
だ
あ
と
、
い
よ
い
よ
本
番
で

す
。
奥
さ
ん
の
益
美
さ
ん
が
心
配

そ
う
に
見
L
け
る
中
、
で
チ
・
二
・

サ
ン
の
掛
け
声
と
と
も
に
誠
v
．
ア
八

の
身
体
が
宙
に
浮
き
、
κ
メ
ー
ト

ル
ト
の
雪
の
中
に
ス
ッ
ホ
リ
。
今

年
は
適
度
な
新
雪
が
あ
り
、
あ
玄

り
痛
（
は
な
さ
ヴ
て
う
で
し
た
が
冷

②

誠さんの雪を落してやる益美さん

「大丈夫だった？」と心配そう。

　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　〆

た
そ
う
で
し
た
。

婿
投
げ
の
後
は
会
場
を
上
湯
寄

り
の
h
尚
台
に
移
し
て
”
歳
の
伸
す

み
ぬ
り
祭
”
で
す
。

　
こ
の
す
み
ぬ
り
祭
は
約
六
〇
〇

年
の
歴
史
が
あ
る
と
、
『
・
H
わ
れ
、
婿

投
げ
同
様
変
わ
っ
た
行
事
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
藤
神
官
に
よ
る
無
病
自
心
災
・

駕
、
邸
《

麟

亀

鷺

　　　ワ
　　　．鋼齢

歳の神に火が入れられ、すみぬり開

始の合図を待つ

，
磯

　
　
　
’

　
　
　
　
　
響

｛
　
籔
・

聾　
　
噸

佐藤神官によって「無病息災、商売繁昌」の祈願が

行われる。

＼農

商
売
繁
昌
の
祈
願
の
あ
と
、
高
橋

夫
妻
に
よ
っ
て
蜘
似
概
に
火
が
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
年
だ

と
す
ぐ
燃
え
L
が
る
の
で
す
が
、

こ
の
H
は
朝
か
ら
の
激
し
い
雲
で

防
テ
が
湿
っ
て
し
ま
い
、
な
か
な

か
勢
い
よ
く
燃
え
ず
チ
か
療
併
を

や
ろ
う
と
す
る
若
い
衆
を
イ
ラ
イ

ラ
さ
せ
ま
し
た
。

　
温
泉
組
合
長
の
「
す
み
ぬ
り
開

始
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
広
場

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
悲
鳴
が
聞
こ
え
、

見
物
人
も
カ
メ
ラ
マ
ン
も
見
る
見

る
う
ち
に
顔
が
真
っ
黒
に
な
り
ま

す
。
中
で
も
盲
同
橋
夫
妻
と
警
備
に

あ
た
っ
た
粒
劇
か
併
さ
ん
は
大
変
、

恥

顔じゅうすみだらけの高橋夫妻とおまわ

りさん。このあとまだまだまっ黒に！

頚
じ
ゅ
う
争
か
を
塗
ら
れ
、
白
い

の
は
目
の
ふ
ち
と
歯
だ
け
と
い
う

悲
惨
な
姿
で
カ
メ
ラ
に
納
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

雪
の
激
し
く
降
る
中
で
行
わ
れ

た
婿
投
げ
、
す
み
ぬ
り
祭
で
し
た

が
、
こ
れ
で
こ
の
一
年
無
病
息
災

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
事
で
し

ょ
う
。

魯
，
ゐ
勢
”

　
　
乃
）

ぞ
ノ
．
・

　
　
　
　
む
壁

巻
怖
ぎ
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　　　鑑雛一　　　　　　　　　話
嚢
、
雛難擁羅難　平成3年4月から　瀞

　　　　　　　　　　　　　禦
国民年金基金が発足します瑛

　
国
民
年
金
加
入
者
の
よ
り
豊
か

な
老
後
生
活
を
目
指
し
て
、
　
「
国

民
年
金
基
金
」
が
発
足
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
　
「
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を
支

給
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
平
成

三
年
四
月
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

現
在
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。▼

基
金
の
種
類

①
地
域
型
国
民
年
金
基
金
…
同
｝

　
県
内
に
住
む
第
一
号
被
保
険
者

　
で
組
織
。

②
職
能
型
国
民
年
金
基
金
…
同
じ

　
職
種
で
働
く
第
一
号
被
保
険
者

　
で
組
織
。

▼
加
入
者

．
加
入
対
象
は
、
二
〇
歳
以
上
六

　
〇
歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者

　
（
自
営
業
・
農
業
等
）
。

．
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き

　
ま
す
。

．
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
、
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除

　
さ
れ
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

▼
給
付
の
種
類

．
「
終
身
年
金
」
と
一
定
期
間
受
け

　
と
る
「
確
定
年
金
」
が
あ
り
ま

　
す
。

・
ど
の
型
を
選
ぶ
か
は
、
あ
な
た

　
の
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
一
口

　
目
は
「
終
身
年
金
」
の
中
か
ら

　
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

．
年
金
額
は
、
加
入
口
数
に
よ
っ

　
て
決
ま
り
、
『
口
目
の
年
金
月

　
額
は
三
万
円
と
な
り
ま
す
。

．
加
入
す
る
年
齢
が
、
四
十
六
歳

　
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
方
は
、

　
一
口
目
の
年
金
月
額
が
二
万
円

　
～
一
万
円
と
な
り
ま
す
。

▼
掛
金

．
一
口
当
た
り
の
掛
金
は
、
加
入

時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

．
掛
金
の
最
高
限
度
は
、
月
額
六

八
、
○
○
○
円
で
す
。

．
掛
金
は
、
指
定
の
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

し
さ
れ
ま
す
。

▼
税
の
優
遇

掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
と

る
年
金
に
は
、
公
的
年
金
等
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（加入例）満40歳で加入の場合

　「終身年金」Aと「確定年金」1を1口づっ
選択した場合

ボーナス給付（年1回）

基本給付（2日目）
年金月額1万円（15年有期）

ポーナス給付（年1回）　　：

基本給付（1臼目）　　　　1

年金月額3万円（終身）　：

定
年
金

　　　　　　　印　　　　　　一　　　　　　曹　　　　　曹　　　　　『　　　　F　　　　辱　　　辱　　　ロ　　　ロ　　騨　　冒　冒
『

終
身
年
金

80
歳

65
歳

「終身年金」

タ　イ　プ A B C
支給開始年齢 65崖 65歳 65歳

支給期間 終　　身 終　　身 終　　身
保　証　期　間 15年問保証付 保証期聞なし 保証期問なし
ポーナス給付 年　1　回払 年　1　回　払 な　　　し

支給開始前
死亡　給　付

あ　　　り な　　　し な　　　し

「確定年金」

タ　イ　プ 1 H 皿

支給開始年齢 65歳 65歳 60歳

支給期朋 15年有期 10年有期 15年有期
保　証期　間 15年確定 10年確定 15年確定
ボーナス給付 年　1　回　払 年　1　回　払 年　1　回　払

支給開始前
死亡給付

あ　　り あ　　り あ　　　り

20
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
！

4
月
か
ら
は
”
国
民
年
金
”
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

　
二
〇
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ

ん
！
今
ま
で
国
民
年
金
に
は
任
意

加
入
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
四

月
か
ら
は
第
一
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
’

　
今
ま
で
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
の

期
間
に
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、
加
入

4月からは20歳以上の学生の

みなさんも国民年金に加入です

ヌ
う

阜

期
間
が
短
か
く
な
り
満
額
（
二
〇

歳
か
ら
四
〇
年
間
）
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
二
〇
歳
以
上
の
方
は

必
ず
加
入
と
な
り
ま
す
の
で
．
こ

の
よ
う
な
問
題
は
解
消
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

役
場
に
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
（
申
出
）
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

o
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
と
居
住

し
て
い
る
場
所
が
違
う
場
合
は
、

住
民
票
の
あ
る
と
こ
ろ
で
親
な
ど

が
代
理
と
し
て
手
続
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

年金受給者の皆さん

　「諌泉徴収票」は

無くさないでください

　国民年金や厚生年金、共済年金など各種

年金をもらっている皆さんには、1月から

2月にかけて“源泉徴収票、が送られて来
ます。

　これは、皆さんが昨年1年間にどの位年

金を受給したかが記入してあるもので、税

金の申告のとき必要になる大切なものです。

無くさないよう大切に保管していただき、

申告の際、書類と一緒に提出していただく

ようお願いします。

　
　
加
入
の
手
続
き

○
国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町
村

戸
4
月
か
ら
は

ボ
ク
も
国
民
年
金

に
加
入
だ

　
　
保
険
料

○
保
険
料
の
納
付
義
務
は
被
保
険

者
（
学
生
）
本
人
お
よ
び
そ
の
世

帯
主
、
配
偶
者
に
生
じ
ま
す
。

○
｝
ケ
月
の
保
険
料
額
は
、
平
成

三
年
四
月
か
ら
九
、
O
O
O
円
で

す
。

　
な
お
、
経
済
上
の
理
由
な
ど
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
保
険
料
の
納
入
を
免
除
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
か
、
役
場
の
国
民
年

金
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

もう確認しましたか？

　お年玉つき年賀ハガキ・切手
〉1等（AVテレビか旅行券）

・AB組共通　940219・049619
1》2等（腕時計・圧力なベセット・イ’ンスタントカ

　　メラ・C　Dラジカセ・羽毛掛けふとんから1点）

・A　B組共通　518905・071704・460266・840507・

　　　　　　844752
レ3等（ふるさと小包1点）

・AB組共通（下5ケタ）
　　19227・P26704・31785・43694・89144・81494

レ4等（ふるさと切手シート）

＊AB組共通（下3ケタ）549・407・325
9卜5等（お年玉切手シート）

＊AB組共通（下2ケタ）　21・14・80・20
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算看

　　　鑑雛一　　　　　　　　　話
嚢
、
雛難擁羅難　平成3年4月から　瀞

　　　　　　　　　　　　　禦
国民年金基金が発足します瑛

　
国
民
年
金
加
入
者
の
よ
り
豊
か

な
老
後
生
活
を
目
指
し
て
、
　
「
国

民
年
金
基
金
」
が
発
足
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
と
は
、
　
「
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
の
年
金
を
支

給
す
る
」
と
い
う
も
の
で
、
平
成

三
年
四
月
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

現
在
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。▼

基
金
の
種
類

①
地
域
型
国
民
年
金
基
金
…
同
｝

　
県
内
に
住
む
第
一
号
被
保
険
者

　
で
組
織
。

②
職
能
型
国
民
年
金
基
金
…
同
じ

　
職
種
で
働
く
第
一
号
被
保
険
者

　
で
組
織
。

▼
加
入
者

．
加
入
対
象
は
、
二
〇
歳
以
上
六

　
〇
歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者

　
（
自
営
業
・
農
業
等
）
。

．
本
人
の
希
望
に
よ
り
加
入
で
き

　
ま
す
。

．
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
、
国
民
年
金
保
険
料
を
免
除

　
さ
れ
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

▼
給
付
の
種
類

．
「
終
身
年
金
」
と
一
定
期
間
受
け

　
と
る
「
確
定
年
金
」
が
あ
り
ま

　
す
。

・
ど
の
型
を
選
ぶ
か
は
、
あ
な
た

　
の
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
一
口

　
目
は
「
終
身
年
金
」
の
中
か
ら

　
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

．
年
金
額
は
、
加
入
口
数
に
よ
っ

　
て
決
ま
り
、
『
口
目
の
年
金
月

　
額
は
三
万
円
と
な
り
ま
す
。

．
加
入
す
る
年
齢
が
、
四
十
六
歳

　
以
上
五
十
五
歳
未
満
の
方
は
、

　
一
口
目
の
年
金
月
額
が
二
万
円

　
～
一
万
円
と
な
り
ま
す
。

▼
掛
金

．
一
口
当
た
り
の
掛
金
は
、
加
入

時
の
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

．
掛
金
の
最
高
限
度
は
、
月
額
六

八
、
○
○
○
円
で
す
。

．
掛
金
は
、
指
定
の
金
融
機
関
の

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と

し
さ
れ
ま
す
。

▼
税
の
優
遇

掛
金
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
と

る
年
金
に
は
、
公
的
年
金
等
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（加入例）満40歳で加入の場合

　「終身年金」Aと「確定年金」1を1口づっ
選択した場合

ボーナス給付（年1回）

基本給付（2日目）
年金月額1万円（15年有期）

ポーナス給付（年1回）　　：

基本給付（1臼目）　　　　1

年金月額3万円（終身）　：

定
年
金
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終
身
年
金

80
歳

65
歳

「終身年金」

タ　イ　プ A B C
支給開始年齢 65崖 65歳 65歳

支給期間 終　　身 終　　身 終　　身
保　証　期　間 15年問保証付 保証期聞なし 保証期問なし
ポーナス給付 年　1　回払 年　1　回　払 な　　　し

支給開始前
死亡　給　付

あ　　　り な　　　し な　　　し

「確定年金」

タ　イ　プ 1 H 皿

支給開始年齢 65歳 65歳 60歳

支給期朋 15年有期 10年有期 15年有期
保　証期　間 15年確定 10年確定 15年確定
ボーナス給付 年　1　回　払 年　1　回　払 年　1　回　払

支給開始前
死亡給付

あ　　り あ　　り あ　　　り

20
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
！

4
月
か
ら
は
”
国
民
年
金
”
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

　
二
〇
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ

ん
！
今
ま
で
国
民
年
金
に
は
任
意

加
入
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
四

月
か
ら
は
第
一
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
’

　
今
ま
で
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
の

期
間
に
障
害
者
と
な
っ
た
場
合
に

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
て
も
、
加
入

4月からは20歳以上の学生の

みなさんも国民年金に加入です

ヌ
う

阜

期
間
が
短
か
く
な
り
満
額
（
二
〇

歳
か
ら
四
〇
年
間
）
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
二
〇
歳
以
上
の
方
は

必
ず
加
入
と
な
り
ま
す
の
で
．
こ

の
よ
う
な
問
題
は
解
消
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

役
場
に
「
国
民
年
金
被
保
険
者
資

格
取
得
届
（
申
出
）
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

o
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
と
居
住

し
て
い
る
場
所
が
違
う
場
合
は
、

住
民
票
の
あ
る
と
こ
ろ
で
親
な
ど

が
代
理
と
し
て
手
続
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

年金受給者の皆さん

　「諌泉徴収票」は

無くさないでください

　国民年金や厚生年金、共済年金など各種

年金をもらっている皆さんには、1月から

2月にかけて“源泉徴収票、が送られて来
ます。

　これは、皆さんが昨年1年間にどの位年

金を受給したかが記入してあるもので、税

金の申告のとき必要になる大切なものです。

無くさないよう大切に保管していただき、

申告の際、書類と一緒に提出していただく

ようお願いします。

　
　
加
入
の
手
続
き

○
国
民
年
金
に
加
入
す
る
に
は
、

住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
町
村

戸
4
月
か
ら
は

ボ
ク
も
国
民
年
金

に
加
入
だ

　
　
保
険
料

○
保
険
料
の
納
付
義
務
は
被
保
険

者
（
学
生
）
本
人
お
よ
び
そ
の
世

帯
主
、
配
偶
者
に
生
じ
ま
す
。

○
｝
ケ
月
の
保
険
料
額
は
、
平
成

三
年
四
月
か
ら
九
、
O
O
O
円
で

す
。

　
な
お
、
経
済
上
の
理
由
な
ど
か

ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
保
険
料
の
納
入
を
免
除
す
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
か
、
役
場
の
国
民
年

金
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

もう確認しましたか？

　お年玉つき年賀ハガキ・切手
〉1等（AVテレビか旅行券）

・AB組共通　940219・049619
1》2等（腕時計・圧力なベセット・イ’ンスタントカ

　　メラ・C　Dラジカセ・羽毛掛けふとんから1点）

・A　B組共通　518905・071704・460266・840507・

　　　　　　844752
レ3等（ふるさと小包1点）

・AB組共通（下5ケタ）
　　19227・P26704・31785・43694・89144・81494

レ4等（ふるさと切手シート）

＊AB組共通（下3ケタ）549・407・325
9卜5等（お年玉切手シート）

＊AB組共通（下2ケタ）　21・14・80・20
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所得税の

2月16～3月15日

正しく、お早めに

税
金
は
　
み
ん
な
の
生
活
さ
さ
え
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
三
年
　
高
橋
理
恵

▽
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

・
事
業
や
不
動
産
収
入
・
年
金
収

入
な
ど
あ
る
方
で
、
平
成
二
年

中
の
所
得
金
額
が
、
各
種
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
。

・
給
与
や
退
職
所
得
以
外
に
二
〇

　
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
場

△
・
。

・
給
与
を
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら

　
っ
て
い
る
場
合
な
ど
。

▽
臼
色
申
告
者
も
収
支
内
訳

量
日
を

・
事
業
（
営
業
）
な
ど
行
っ
て
い

入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
な

ど
、
収
支
の
内
訳
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
す
る
と
税
金
が
還
付

　
さ
れ
る
場
A
・

・
住
宅
を
取
得
し
た
り
、

　
療
費
を
支
払
っ
た
り
、
出
稼
ぎ

　
な
ど
で
所
得
税
を
納
め
た
方
な

　
ど
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
に
よ

　
り
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は

高
田
税
務
署
（
上
越
市
西
城
町
三
）

　
智
〇
二
五
五
ー
二
三
－
四
一
七
一

松
之
山
町
役
場
　
税
務
係

　
奮
六
－
三
二
二
一
内
線
二
六
ま

　
た
は
二
七
番
に
お
訪
ね
く
だ
さ

　
い
。

納税相談の日程「
1

［＞所得税の納税相談

会場　役場2階
2月18日（月〉～26日（火）

午前9時～午後4時まで
　※税務署または役場からの案内通知に

　　よりおいで下さい。

レ住民税（町県民税）の申告相談と受理

2月28日休）～3月12日（火〉

※例年どおり各地区・大字毎に行いま

　す。日程は後日お知らせします。

申告の様子から

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
4
月
11
日
～

▽
縦
覧
の
趣
旨

　
固
｛
疋
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
声
疋

資
産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
重
要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
納
税
者
に
見
て
も
ら
う
事
に
よ

っ
て
、
登
録
事
項
の
．
正
確
性
を
確

め
る
制
度
で
す
。

30
日
ま
で

▽
縦
覧
の
期
間

　
今
年
は
地
方
税
法
の
改
正
が
予

　
｛
、
疋
さ
れ
て
お
り
、
縦
覧
の
期
間
は

　
四
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
三
十
H

　
（
火
）
と
し
、
役
場
総
務
課
で
行

　
い
ま
す
。

▽
課
税
標
準
額
等
の
確
定

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が

行
わ
れ
、
か
つ
審
査
申
出
期
間
（
四

月
十
一
日
～
五
月
十
日
）
内
に
、

納
税
者
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
審
査
の
申
し
出

が
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
、
課

税
標
準
額
な
ど
が
確
定
し
ま
す
。

登
記
地
目
と
現
況
が
一
致
し
な
い
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
届
出
を
！
・

　
平
成
元
年
度
ま
で
に
皆
さ
ん
か

ら
申
告
し
て
い
た
だ
い
た
土
地
に

つ
い
て
は
現
況
確
籾
、
㎜
を
終
え
ま
し

た
が
、
来
年
度
以
後
も
現
況
を
確

認
し
、
現
況
課
税
を
実
施
し
て
行

く
方
針
で
す
。

　
あ
な
た
の
所
有
地
で
、
登
記
地

目
と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

（
農
地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
は
直
援
電
謡
で

役
場
税
務
係
宛
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
告
は

　
　
三
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま

　
　
す
。
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全
国
大
会
で
も
頑
張
れ
！

松
之
山
の
ス
キ
ー
選
手
が
各
大
会
で
大
活
躍

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
で

す
が
、
松
之
山
の
ス
キ
ー
部
員
が

各
種
大
会
で
大
活
躍
し
、
素
晴
し

い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
地
区

予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
全
国
大
会
．

の
出
場
権
を
手
に
し
た
中
・
高
校

生
が
四
人
も
生
ま
れ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
是

非
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
第
二
八
回
、
全
国
中
学
校
ス
キ

　
ー
大
会

（
二
月
ヒ
ロ
～
九
日
、
北
海
道
名

　
寄
市
）
　
・
回
転
出
場

・
小
野
塚
　
学
君
（
松
之
山
中

　
三
年
）
中
坪
　
親
家

◎
第
四
〇
回
　
全
国
高
校
ス
キ
ー

　
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

　
（
二
月
五
日
～
九
日
、
山
形
県

　
蔵
王
ス
キ
ー
場
）

全国大会出場を決めた3選手が町長を訪ね、

激励を受ける。（1月30日）

福原　賢君、小野塚学君、村山敦史君（代理）

・
回
転
・
大
回
転
出
場

小
野
塚
和
生
君
（
松
之
山
高
三

年
）
中
坪
　
親
家

・
距
離
　
十
五
キ
ロ
（
ク
ラ
シ
カ

　
ル
）

　
福
原
　
賢
君
　
　
（
松
之
山
高
三

　
年
）
小
谷
　
上
干
場

　
村
山
敦
史
君
　
　
（
十
日
町
高
三

年
）
湯
本
　
大
阪
屋

・
十
五
キ
ロ
（
フ
リ
ー
）

　
村
山
敦
史
君
　
　
（
リ
レ
ー
に
も

　
出
場
）

◎
第
四
六
回
冬
季
国
民
体
育
大
会

　
（
魚
沼
国
体
・
二
月
十
七
日
～

　
二
〇
日
　
塩
沢
町
・
六
日
町
）

。
少
年
男
子
大
回
転

　
小
野
塚
和
生
君

・
少
年
男
子
距
離
十
五
キ
ロ
（
ク

　
ラ
シ
カ
ル
）
　
（
リ
レ
ー
）

　
福
原
　
賢
君
・
村
山
敦
史
君

◎
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権

　
　
（
二
月
十
日
～
十
四
日
・
秋
田

　
　
県
鹿
角
市
花
輪
ス
キ
ー
場
）

・
距
離
十
五
ギ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル

　
福
原
　
駅
貝
君
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所得税の

2月16～3月15日

正しく、お早めに

税
金
は
　
み
ん
な
の
生
活
さ
さ
え
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
中
三
年
　
高
橋
理
恵

▽
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

・
事
業
や
不
動
産
収
入
・
年
金
収

入
な
ど
あ
る
方
で
、
平
成
二
年

中
の
所
得
金
額
が
、
各
種
所
得

控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
。

・
給
与
や
退
職
所
得
以
外
に
二
〇

　
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る
場

△
・
。

・
給
与
を
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら

　
っ
て
い
る
場
合
な
ど
。

▽
臼
色
申
告
者
も
収
支
内
訳

量
日
を

・
事
業
（
営
業
）
な
ど
行
っ
て
い

入
金
額
や
必
要
経
費
の
内
容
な

ど
、
収
支
の
内
訳
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
す
る
と
税
金
が
還
付

　
さ
れ
る
場
A
・

・
住
宅
を
取
得
し
た
り
、

　
療
費
を
支
払
っ
た
り
、
出
稼
ぎ

　
な
ど
で
所
得
税
を
納
め
た
方
な

　
ど
、
確
定
申
告
す
る
こ
と
に
よ

　
り
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は

高
田
税
務
署
（
上
越
市
西
城
町
三
）

　
智
〇
二
五
五
ー
二
三
－
四
一
七
一

松
之
山
町
役
場
　
税
務
係

　
奮
六
－
三
二
二
一
内
線
二
六
ま

　
た
は
二
七
番
に
お
訪
ね
く
だ
さ

　
い
。

納税相談の日程「
1

［＞所得税の納税相談
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※例年どおり各地区・大字毎に行いま

　す。日程は後日お知らせします。

申告の様子から

固
定
資
産
課
税
台
帳

　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
4
月
11
日
～

▽
縦
覧
の
趣
旨

　
固
｛
疋
資
産
課
税
台
帳
は
、
固
声
疋

資
産
の
課
税
に
あ
た
っ
て
基
本
的

な
重
要
帳
簿
で
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
納
税
者
に
見
て
も
ら
う
事
に
よ

っ
て
、
登
録
事
項
の
．
正
確
性
を
確

め
る
制
度
で
す
。

30
日
ま
で

▽
縦
覧
の
期
間

　
今
年
は
地
方
税
法
の
改
正
が
予

　
｛
、
疋
さ
れ
て
お
り
、
縦
覧
の
期
間
は

　
四
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
三
十
H

　
（
火
）
と
し
、
役
場
総
務
課
で
行

　
い
ま
す
。

▽
課
税
標
準
額
等
の
確
定

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
が

行
わ
れ
、
か
つ
審
査
申
出
期
間
（
四

月
十
一
日
～
五
月
十
日
）
内
に
、

納
税
者
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
審
査
の
申
し
出

が
な
い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
、
課

税
標
準
額
な
ど
が
確
定
し
ま
す
。

登
記
地
目
と
現
況
が
一
致
し
な
い
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
届
出
を
！
・

　
平
成
元
年
度
ま
で
に
皆
さ
ん
か

ら
申
告
し
て
い
た
だ
い
た
土
地
に

つ
い
て
は
現
況
確
籾
、
㎜
を
終
え
ま
し

た
が
、
来
年
度
以
後
も
現
況
を
確

認
し
、
現
況
課
税
を
実
施
し
て
行

く
方
針
で
す
。

　
あ
な
た
の
所
有
地
で
、
登
記
地

目
と
現
況
が
異
な
っ
て
い
る
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

（
農
地
に
限
ら
ず
全
地
目
）
を
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
は
直
援
電
謡
で

役
場
税
務
係
宛
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
告
は

　
　
三
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま

　
　
す
。

戸謬呑鰍がし賢

ノ纏轟

　　　辱㊤y’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僻　　　　　　　　　　　　　　　　　　屑　　　　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　　　　猷』　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　　　　‘9　　　　　　　　　　　　∂　　　　　　　　　　　一『　　　　　　　　　　　御　　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　『　　　　　　　　　一　　　　　　　　『　　　　　　　　一　　　　　　　印　　　　　　　御　　　　　　解　　　　　　僧　　　　　σ　　　　　卿　　　　卓　　　　富　　　’　　　β　　曽　　β　御　脚胆ρ

全
国
大
会
で
も
頑
張
れ
！

松
之
山
の
ス
キ
ー
選
手
が
各
大
会
で
大
活
躍

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
で

す
が
、
松
之
山
の
ス
キ
ー
部
員
が

各
種
大
会
で
大
活
躍
し
、
素
晴
し

い
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
地
区

予
選
を
勝
ち
上
が
り
、
全
国
大
会
．

の
出
場
権
を
手
に
し
た
中
・
高
校

生
が
四
人
も
生
ま
れ
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。
全
国
大
会
で
も
是

非
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
第
二
八
回
、
全
国
中
学
校
ス
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ー
大
会
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二
月
ヒ
ロ
～
九
日
、
北
海
道
名

　
寄
市
）
　
・
回
転
出
場

・
小
野
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学
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（
松
之
山
中

　
三
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）
中
坪
　
親
家

◎
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回
　
全
国
高
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ス
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（
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タ
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イ
）

　
（
二
月
五
日
～
九
日
、
山
形
県

　
蔵
王
ス
キ
ー
場
）

全国大会出場を決めた3選手が町長を訪ね、

激励を受ける。（1月30日）

福原　賢君、小野塚学君、村山敦史君（代理）

・
回
転
・
大
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転
出
場

小
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和
生
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之
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高
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）
中
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・
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）
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史
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十
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）
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敦
史
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（
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に
も

　
出
場
）

◎
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季
国
民
体
育
大
会

　
（
魚
沼
国
体
・
二
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十
七
日
～

　
二
〇
日
　
塩
沢
町
・
六
日
町
）

。
少
年
男
子
大
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転

　
小
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塚
和
生
君

・
少
年
男
子
距
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十
五
キ
ロ
（
ク

　
ラ
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ル
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（
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）
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史
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選
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（
二
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～
十
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日
・
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田

　
　
県
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角
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卜

一ス

舶
輩
4
雪
の
松
之
山
で
身
障
者
向
け
の
ビ
デ
烈
掛
亀
藤
。

　
遠
い
滋
賀
県
よ
り
車
椅
子
に
渠

っ
た

天
の
男
女
か
、
松
之
山
の

雪
を
求
め
ζ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
．
」
れ
は
、
滋
賀
県
の
ラ
レ
ヒ
局

が
地

几
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ル
ー

プ
の
協
力
を
得
て
、
身
障
者
向
け

の
ビ
テ
ズ
撮
影
を
◎
る
た
め
に
松

之
山
に
来
た
も
の
で
す
。
撮
影
の

場
所
が
松
ン
出
に
な
っ
た
の
は
、

浦
田
に
来
て
い
る
幽
留
生
の
「
入
、

簾
さ
ん
の
δ
母
さ
ん
が
ボ
》
ン
ブ

ィ
、
ア
7
ル
ー
フ
の
こ
輿
で
あ
⊃
た

事
か
ら
．
」
ピ
』
ガ
選
は
れ
、
出
績
巳

、
ノ
タ
ー
－
、
μ
ゆ
の
し
ま
荘
〆
　
比
自

ギ
し
な
が
う
撮
影
が
行
わ
れ
3
し

　
モ
ブ
ル
、
δ
ん
～
、
な
つ
た
孝
い
聖
、

ヶ
の

入
は
、
筋
委
縮
と
い
⊃
難

病
に
か
か

っ
て
身
体
が
不
自
由
と

な
り
、
申
椅
子
で
の
生
活
が
や
’
、
－

「アーワンドリ、ヘンドリ、天じょくまでたち上がれ

ホ～イホイ」柏子木を打ちながら村中を回る子供

たち（小谷）　　　　　　　　　　　　　　　一

と
と
い
う
乃
た
ら
ぐ
し
た
が
汰
ゑ

明
る
く
、
ス
キ
ー
場
で
は
ソ
リ
に

棄
っ
た
り
、
雪
の
中
を
逼
い
ま
わ

》
た
り
レ
し
何
事
に
も
槙
極
的
な
』

入
「
C
－
し
↑
に
，

　
ゆ
留
生
の
昌
さ
ん
亡
も
d
ξ
仙

良
ぐ
な
り
、
｝
緒
に
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す
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。
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の
農
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業
セ
ン
サ
ス
功
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者
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林
水
産
大
臣
表
彰
の
表
彰
式
は
、

十
二
月
十
二
H
に
束
京
港
区
に
あ

る
八
芳
園
で
行
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小
野
塚
さ

ん
が
出
席
し
て
表
彰
を
受
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て
来
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ま
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た
。
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調
査
員
の
仕
事
は
大
変
地
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で
す
が
、
間
違
い
の
許
さ
れ
な

い
大
切
な
仕
事
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
種
調
査
が
沢
山

あ
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ま
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が
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を
お
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る
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さ
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、
今
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縮
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。
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の
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や
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の
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を
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予
し
、
週
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。
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の
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も
の
が
、
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よ
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問
の
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に
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縮
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、
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、
二
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以
ト

の
事
業
所
に
お
け
る
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次
有
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休
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も
、
表
の
よ
う
に
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や
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れ
ま

す
。
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、
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数
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返
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期
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五
年
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内
、
た
だ
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修
業
年
限

　
が
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以
L
の
学
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に
入
学
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る
場
合
は
六
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以
内
。

▽
利
率
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％
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松之山町黙山野草の会“発足

1

．会員を募集します
繍

『
・
灘灘

　
松
之
山
町
で
は
産
業
課
を
中
心

に
特
産
品
の
開
発
・
改
良
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
r
作
り
鉢
な
ど

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど

地
元
山
野
草
の
保
護
と
増
殖
の
た

め
、
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
山
野

草
自
然
植
物
園
を
造
り
な
が
ら
、

栽
培
に
つ
い
て
の
知
識
と
技
術
を

深
め
、
趣
味
と
し
て
の
山
野
草
栽

培
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
松

’
之
山
町
山
野
草
会
を
発
足
し
ま
す
。

　
こ
の
会
の
行
事
と
し
て
は
、
山

　
　
　
み
　
　
　
と

野
草
の
実
生
等
の
栽
培
技
術
を
広

め
た
り
、
技
術
講
習
会
を
実
施
す

る
。
ま
た
作
品
の
展
示
即
売
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
略
馨
、
、
疹
夢

　
灘

壷
．
h

ア　ソ

愛

癩

陶
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
併
せ
、
可
能

な
限
り
行
う
。
会
員
相
互
の
親
睦

の
た
め
、
視
察
や
旅
行
を
行
う
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
費
は
徴
収
し
ま
せ
ん
が
、
各

行
事
等
に
か
か
っ
た
費
用
は
参
加

者
が
均
等
に
負
担
す
る
事
の
ほ
か
、

会
員
に
な
る
と
苗
や
鉢
類
、
川
L

等
の
割
引
き
購
人
が
で
き
た
り
、

r
作
り
鉢
教
室
に
優
先
的
に
参
加

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
数
々
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
、
詳
し
い
こ
と
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
産
業
課

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
訪
ね
く

　
　
　
い
　
　
　
だ
さ
い
。

ジ
κ
㌧

「
ノ
等

春になると山々のあちらこちらに山桜の美し

花が見える。（文の内容とは関係ありません）

　
乱
獲
等
に
よ

っ
て
年
々
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
山

野
草
を
守
る
た

め
、
一
人
で
も

多
く
の
方
か
ら

会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

雪
お
ろ
し
の
際
の
ご
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
よ
り

　
東
北
電
力
よ
り
屋
根
の
雪
お
ろ

し
の
際
に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
雪
お
ろ
し
の
時
に
電
線
に
壷
、
を

　
投
げ
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
停
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
ま
す
と
、

　
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
付
近
で
作
業
す
る
場
合
は

　
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎

・
電
線
が
切
れ
て
道
路
に
落
ち
て

　
い
て
も
、
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。
最
寄
り
の
東
北

　
電
力
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◎
連
絡
先
　
　
（
東
北
電
力
）

・
卜
目
町
営
業
所
　
〇
二
五
七
ー

　
κ
一
ド
㌧
一
二
〇
七
番

・
松
代
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
七
ー
二
〇
二
〇
番

蝋

磯

徹

．毫

小雪狩と言われながら、すでに3～4回、屋根の雪お

ろしをした家がほとんどですね。

電線の所に雪を落さないようお願いします，，

O



ー
「
N
O
l

⑪

小
野
塚
　
保
さ
ん
（
東
川
）

統
計
調
査
員
と
し
て

　
　
　
　
　
大
臣
表
彰
を
受
け
る

小野塚　保さん

　
昨
年
は
五
年
に
一
回
の
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
で

行
う
統
計
事
業
に
は
色
々
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
そ
の
つ
ど

町
民
の
皆
さ
ん
に
調
査
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
調
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
東
川
の
小
野
塚
保

さ
ん
が
一
九
九
〇
年
の
世
界
農
林

業
セ
ン
サ
ス
調
査
及
び
、
長
年
の

各
種
調
査
員
と
し
て
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰
と

新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者

農
林
水
産
大
臣
表
彰
の
表
彰
式
は
、

十
二
月
十
二
H
に
束
京
港
区
に
あ

る
八
芳
園
で
行
わ
れ
、
小
野
塚
さ

ん
が
出
席
し
て
表
彰
を
受
け
て
来

ら
れ
ま
し
た
。

　
統
計
調
査
員
の
仕
事
は
大
変
地

味
で
す
が
、
間
違
い
の
許
さ
れ
な

い
大
切
な
仕
事
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
各
種
調
査
が
沢
山

あ
り
ま
す
が
、
調
査
員
を
お
願
い

す
る
皆
さ
ん
、
今
後
も
ご
協
力
願

い
ま
す
。

　
　
　
　
O

統計調査は

　色々な分野で利用されます

饗

　　　　　・も

平成3年4月1日より
法定労働時間が変わります

労働基準監督署

　
四
月
一
日
よ
り
労
働
基
準
法
が

改
正
さ
れ
、
労
働
時
間
の
短
縮
及

び
、
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
が
増

や
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
基
本
と
さ
れ
て
い
た
一
週
間
の

法
定
労
働
時
間
四
十
六
時
間
を
、

四
十
四
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、

製
造
や
建
設
業
な
ど
一
定
の
規
模
・

職
種
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
用

を
二
年
間
猶
予
し
、
週
四
十
六
時

間
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
　
一
〇
〇
人
以
下
の

製
造
業
の
場
合
、
現
在
週
四
十
八

時
間
の
も
の
が
、
四
月
一
目
よ
り

四
十
六
時
間
と
な
り
、
平
成
五
年

の
四
月
よ
り
週
四
十
四
時
問
の
労

働
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

劣
。　

ま
た
、
従
業
員
、
二
〇
〇
人
以
ト

の
事
業
所
に
お
け
る
年
次
有
給
休

暇
も
、
表
の
よ
う
に
増
や
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
平
成
六
年
に
は
勤
続

勤
務
日
数
一
年
が
十
日
と
な
り
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
己

年次有給休暇日数表

而勤続勤務
年　　　　数 1 2 3

コ5
6 7 8 9 10 11

12F1画「
　　以上

年次有給休暇

付与日数 8 9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19 20

注．平成6年4月1日以降は継続勤務年数1年が10日（上言

　　の表）となります。

「進学貸付」の

相談1ま

国民金融公庫へ！

▽
利
用
い
た
だ
け
る
方

　
今
春
、
高
校
・
短
大
・
大
学
を

　
は
じ
め
各
種
専
修
学
校
へ
入
学

　
さ
れ
る
方
の
保
護
者
。

▽
融
資
額

　
一
進
学
者
あ
た
り
一
〇
〇
万
円

　
以
内

▽
返
済
期
閲

　
五
年
以
内
、
た
だ
し
修
業
年
限

　
が
四
年
以
L
の
学
校
に
入
学
す

　
る
場
合
は
六
年
以
内
。

▽
利
率

年
八
・
三
％

※
詳
し
く
は
、
〒
九
四
三
　
上
越

　
市
大
手
町
三
ー
二
ー
一

　
国
民
金
融
公
庫
高
田
支
店

　
岱
〇
二
五
五
ー
二
四
ー
二
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

○
番
へ
お
聞
き
く
だ
さ

　
　
　
　
㎏

　
　
　
　
’
♂

　
　
　
　
■

　
　
　
　
員
‘
．
。
．

松之山町黙山野草の会“発足

1

．会員を募集します
繍

『
・
灘灘

　
松
之
山
町
で
は
産
業
課
を
中
心

に
特
産
品
の
開
発
・
改
良
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
r
作
り
鉢
な
ど

も
そ
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど

地
元
山
野
草
の
保
護
と
増
殖
の
た

め
、
他
に
あ
ま
り
例
の
な
い
山
野

草
自
然
植
物
園
を
造
り
な
が
ら
、

栽
培
に
つ
い
て
の
知
識
と
技
術
を

深
め
、
趣
味
と
し
て
の
山
野
草
栽

培
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
松

’
之
山
町
山
野
草
会
を
発
足
し
ま
す
。

　
こ
の
会
の
行
事
と
し
て
は
、
山

　
　
　
み
　
　
　
と

野
草
の
実
生
等
の
栽
培
技
術
を
広

め
た
り
、
技
術
講
習
会
を
実
施
す

る
。
ま
た
作
品
の
展
示
即
売
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
略
馨
、
、
疹
夢

　
灘

壷
．
h

ア　ソ

愛

癩

陶
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
併
せ
、
可
能

な
限
り
行
う
。
会
員
相
互
の
親
睦

の
た
め
、
視
察
や
旅
行
を
行
う
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
費
は
徴
収
し
ま
せ
ん
が
、
各

行
事
等
に
か
か
っ
た
費
用
は
参
加

者
が
均
等
に
負
担
す
る
事
の
ほ
か
、

会
員
に
な
る
と
苗
や
鉢
類
、
川
L

等
の
割
引
き
購
人
が
で
き
た
り
、

r
作
り
鉢
教
室
に
優
先
的
に
参
加

が
可
能
と
な
る
な
ど
、
数
々
の
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
、
詳
し
い
こ
と
を
お
聞
き

に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
産
業
課

　
　
　
　
　
　
ま
で
お
訪
ね
く

　
　
　
い
　
　
　
だ
さ
い
。

ジ
κ
㌧

「
ノ
等

春になると山々のあちらこちらに山桜の美し

花が見える。（文の内容とは関係ありません）

　
乱
獲
等
に
よ

っ
て
年
々
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
山

野
草
を
守
る
た

め
、
一
人
で
も

多
く
の
方
か
ら

会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

雪
お
ろ
し
の
際
の
ご
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力
よ
り

　
東
北
電
力
よ
り
屋
根
の
雪
お
ろ

し
の
際
に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
雪
お
ろ
し
の
時
に
電
線
に
壷
、
を

　
投
げ
当
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
停
電
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

・
変
圧
器
や
電
線
に
触
れ
ま
す
と
、

　
感
電
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

　
で
、
付
近
で
作
業
す
る
場
合
は

　
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎

・
電
線
が
切
れ
て
道
路
に
落
ち
て

　
い
て
も
、
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。
最
寄
り
の
東
北

　
電
力
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◎
連
絡
先
　
　
（
東
北
電
力
）

・
卜
目
町
営
業
所
　
〇
二
五
七
ー

　
κ
一
ド
㌧
一
二
〇
七
番

・
松
代
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
七
ー
二
〇
二
〇
番

蝋

磯

徹

．毫

小雪狩と言われながら、すでに3～4回、屋根の雪お

ろしをした家がほとんどですね。

電線の所に雪を落さないようお願いします，，

O
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ー

⑫

「
新
年
会
」

　
一
月
十
日
、
町
教
育
委
員
会
の

新
年
会
が
町
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
町
婦
人
会
も
社
会
教

育
委
員
の
肩
書
き
で
出
席
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　
教
育
長
さ
ん
の
ご
挨
拶
は
「
松

之
山
の
教
育
に
お
も
い
や
り
を
」

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
普

段
は
お
話
し
で
き
な
い
町
代
表
・

教
育
関
係
者
に
無
礼
講
で
祝
酒
を

汲
み
交
わ
し
、
歓
談
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
数
々
の
貴
重
な
人
生

訓
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
一

つ
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
　
「
人
間

に
は
三
つ
の
健
康
が
大
切
で
あ
る
凶

肉
体
的
健
康
、
精
神
的
健
康
、
社
、

会
的
健
康
、
こ
の
よ
う
に
三
っ
に

分
け
る
こ
と
に
依
っ
て
「
健
康
に

は
自
信
が
あ
る
一
等
と
野
々
し
く

言
え
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

　
世
間
一
般
で
は
五
体
満
足
で
体

さ
え
丈
夫
で
あ
れ
ば
と
言
わ
れ
て

お
り
、
人
に
は
肉
体
的
の
健
康
が

基
本
で
す
。
そ
し
て
人
は
助
け
合

う
優
し
さ
、
物
事
を
正
し
く
判
断

す
る
心
、
豊
か
な
知
性
を
伴
う
精

神
の
健
康
は
欠
く
こ
と
が
出
来
な

い
。
三
つ
め
の
社
会
的
健
康
で
は
、

先
づ
人
に
信
頼
さ
れ
る
こ
と
「
人

か
ら
安
心
し
て
頼
ら
れ
る
信
と
い

う
も
の
が
な
け
れ
ば
人
間
と
し
て

の
生
命
は
な
い
四
は
、
妙
心
寺
前

管
長
の
言
葉
。
ま
た
、
人
に
は
生

か
さ
れ
て
き
た
感
謝
の
気
持
ち
を

社
会
に
還
元
す
る
行
為
。
人
の
た

め
に
働
き
奉
仕
で
き
る
人
間
。
人

間
の
真
の
健
康
に
つ
い
て
「
宿
題
」

を
あ
た
え
ら
れ
た
、
大
変
意
義
深

い
新
年
会
で
あ
り
ま
し
た
。

勲

逸
・

伝えてゆきたい愚るさとの味

IIPart

昔からの黙あんぼ“

罫
撃
、

（作り方）

（菜入りとあん入りあんぽ）

①、粉と御飯を混ぜ合わせ、よくこねながらお湯を少々

　　そそぎ堅めにこねる。

　　（良くこねると美味しくなる。又、この時スキムミ

　　ルクを入れると良い）

②、こねあがったものを適度な大きさに丸め、平たく伸

　　ばし、中にあずきあん又は大根の葉を入れてとじ合

　　わせ形を整える。

③、大鍋にたっぷりの湯を沸し、丸めた団子を茄でる。

　　（20～30分）

柿あんぽ）

　姉でた渋柿の種を取り、こね鉢でつぶしながら粉を

　入れ良くこねる。

　（苑でた渋柿、茶わん1に粉5合位の割合で）

一材　　　　　　料
たてせんの下くず米の粉　5合

冷や御飯　　　　　茶わん1杯

中に入れるもの

∫大根の剰
味　口曾∫

　あずきあん

　渋柿（茄でておく）

一松之山町食生活改善推進委員会

※くず米を無駄にせず、あんぽや粉餅とし

　て利用。代用食として特に冬期間に食べ

　る事が多かった。

※現代はスキムミルクやひき肉、油、煮干

　し粉等を皮や具の中に入れ、味も栄養価

　もプラスされている。

実
施
の
お
し
ら
せ

　
松
之
山
町
で
は
県
の
助
成
を
受

け
て
、
平
成
三
年
四
月
一
日
よ
り

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

事
業
」
と
い
う
新
規
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
及
び
児
童

等
の
医
療
費
に
対
し
て
助
成
を
行

い
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
保
健
の

向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の

で
す
。

〈
対
象
者
〉

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
社
会
保

険
各
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、

及
び
そ
の
扶
養
者
で
あ
っ
て
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
輝
、
及

び
そ
の
児
童
。

〈
助
成
内
容
〉

　
診
療
を
受
け
た
場
合
、
自
己
負

担
が
外
来
で
月
八
○
○
円
、
人
院

で
一
H
四
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を

助
成
し
ま
す
。

〈
申
請
手
続
き
〉

　
こ
の
助
成
事
業
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
住
民
課
福
祉
係
に
受

給
の
交
付
申
請
を
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
付
は

三
月
十
五
口
よ
り
行
わ
れ
ま
す
が
、

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
後

ほ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
詳
し
い
事
を
知
り
た
い

方
は
住
民
課
福
祉
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

－
酎

』し

●
げ

詩「
新
鮮
な
る
光
」

光
の
粒
子
が

雪
の
地
平
線
上
に
あ
ふ
れ
る

冷
気
を
さ
え
切
っ
て

初
日
の
出
だ

そ
の
日
に
は
そ
の
日
の

そ
の
年
に
は
そ
の
年
の

そ
の
時
代
に
は
そ
の
時
代
の

目
的
に
向
か
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち
が
あ
る

黄
金
の
光
が

無
数
の
光
の
粒
子
が

夜
明
の
こ
ぬ
朝
は
な
い
と

闇
か
ら
さ
め
た
明
る
さ
と

青
い
空
と
雪
の
地
平
線
は

互
い
に
は
っ
き
り
と

そ
の
領
域
を
わ
か
ち
あ
う

万
物
の
長
た
る
人
間

今
何
を
わ
か
ち
あ
う
べ
き
か

二
十
世
紀
の
残
り
一
部
分
に
立
ち

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て

大
地
に
し
っ
か
り
と

根
を
お
ろ
し

新
鮮
な
光
と
共
に

第
一
歩
を
：
・
：
・

　
　
　
湯
之
島
　
竹
内
清
司

　
　
　
　
　
（
出
稼
ぎ
先
に
て
）

短
歌

戦
争
を
映
す
テ
レ
ビ
を
消
し
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
雪
に
沈
黙
風
に
沈
黙

　
　
　
　
　
か
と
イ
け

鳥
追
唄
う
た
い
門
附
し
て
廻
る

　
　
　
　
　
　
幼
き
も
の
の
こ
ゑ
頼
も
し
き

　
　
　
あ
ふ

雪
片
が
溢
れ
る
如
く
降
り
か
か
る

　
　
　
　
　
　
さ
れ
ど
ど
ん
ど
の
火
は
燃
え
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

俳
句

　
　
し
ゃ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
た
い
そ

師
の
三
味
に
乗
り
大
ら
か
に
謡
初
め

初
乗
や
電
車
に
揺
れ
る
髪
か
ざ
り

歯
科
に
行
く
初
乗
り
バ
ス
は
顔
な
じ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
井
部
朝
女

　
　
　
　
　
　
え
　
　
と

初
乗
や
今
年
の
干
支
の
小
銭
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

師
の
好
む
和
菓
子
を
膝
に
初
電
車

同
郷
の
誰
う
れ
し
き
初
電
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

謡
初
酒
席
も
設
け
始
ま
り
し

初
乗
や
思
わ
ぬ
人
と
乗
り
合
わ
す

越
に
住
み
つ
ぼ
み
も
硬
き
謡
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

（
高
松
屋
）

高
沢
秀
女
（
南
田
）

佐
藤
節
女
（
松
屋
）

0

、
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っ
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は
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が
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。
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は
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体
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と
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し
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先
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安
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も
の
が
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間
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の
生
命
は
な
い
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管
長
の
言
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ま
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に
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を
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実
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の
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せ

　
松
之
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で
は
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受
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て
、
平
成
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四
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一
日
よ
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と
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等
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費
助
成
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と
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う
新
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す
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の
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と
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来
で
月
八
○
○
円
、
人
院

で
一
H
四
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を

助
成
し
ま
す
。

〈
申
請
手
続
き
〉

　
こ
の
助
成
事
業
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
住
民
課
福
祉
係
に
受

給
の
交
付
申
請
を
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
付
は

三
月
十
五
口
よ
り
行
わ
れ
ま
す
が
、

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
後

ほ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
方
で
、
詳
し
い
事
を
知
り
た
い

方
は
住
民
課
福
祉
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

－
酎

』し

●
げ

詩「
新
鮮
な
る
光
」

光
の
粒
子
が

雪
の
地
平
線
上
に
あ
ふ
れ
る

冷
気
を
さ
え
切
っ
て

初
日
の
出
だ

そ
の
日
に
は
そ
の
日
の

そ
の
年
に
は
そ
の
年
の

そ
の
時
代
に
は
そ
の
時
代
の

目
的
に
向
か
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち
が
あ
る

黄
金
の
光
が

無
数
の
光
の
粒
子
が

夜
明
の
こ
ぬ
朝
は
な
い
と

闇
か
ら
さ
め
た
明
る
さ
と

青
い
空
と
雪
の
地
平
線
は

互
い
に
は
っ
き
り
と

そ
の
領
域
を
わ
か
ち
あ
う

万
物
の
長
た
る
人
間

今
何
を
わ
か
ち
あ
う
べ
き
か

二
十
世
紀
の
残
り
一
部
分
に
立
ち

二
十
一
世
紀
に
向
っ
て

大
地
に
し
っ
か
り
と

根
を
お
ろ
し

新
鮮
な
光
と
共
に

第
一
歩
を
：
・
：
・

　
　
　
湯
之
島
　
竹
内
清
司

　
　
　
　
　
（
出
稼
ぎ
先
に
て
）

短
歌

戦
争
を
映
す
テ
レ
ビ
を
消
し
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
雪
に
沈
黙
風
に
沈
黙

　
　
　
　
　
か
と
イ
け

鳥
追
唄
う
た
い
門
附
し
て
廻
る

　
　
　
　
　
　
幼
き
も
の
の
こ
ゑ
頼
も
し
き

　
　
　
あ
ふ

雪
片
が
溢
れ
る
如
く
降
り
か
か
る

　
　
　
　
　
　
さ
れ
ど
ど
ん
ど
の
火
は
燃
え
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

俳
句

　
　
し
ゃ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
た
い
そ

師
の
三
味
に
乗
り
大
ら
か
に
謡
初
め

初
乗
や
電
車
に
揺
れ
る
髪
か
ざ
り

歯
科
に
行
く
初
乗
り
バ
ス
は
顔
な
じ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
井
部
朝
女

　
　
　
　
　
　
え
　
　
と

初
乗
や
今
年
の
干
支
の
小
銭
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

師
の
好
む
和
菓
子
を
膝
に
初
電
車

同
郷
の
誰
う
れ
し
き
初
電
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

謡
初
酒
席
も
設
け
始
ま
り
し

初
乗
や
思
わ
ぬ
人
と
乗
り
合
わ
す

越
に
住
み
つ
ぼ
み
も
硬
き
謡
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

（
高
松
屋
）

高
沢
秀
女
（
南
田
）

佐
藤
節
女
（
松
屋
）

0

、
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消
防
用
具
の
変
嘘

　
明
治
期
の
消
火
用
具
は
水
か
、
こ

や
水
桶
、
そ
れ
に
と
び
ぐ
ち
が
主

な
も
の
で
あ
っ
た
。
火
事
に
な
っ

て
し
ま
え
ば
水
か
ご
や
水
桶
で
水

を
か
け
て
も
限
度
が
あ
り
、
と
び

ぐ
ち
で
燃
え
て
い
る
家
や
風
ト
の

家
を
破
壊
し
、
延
焼
を
防
ぐ
こ
と

が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

　
明
治
中
頃
に
開
発
さ
れ
た
腕
用

ポ
ン
プ
（
手
動
ポ
ン
プ
）
の
登
場

に
よ
っ
で
消
火
能
力
は
格
段
に
あ

が
っ
た
。
松
之
山
に
最
初
に
導
入

さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年
で

あ
る
が
、
そ
の
後
大
正
時
代
に
入

っ
て
大
い
に
普
及
し
た
。
ま
た
、

普
及
に
と
も
な
い
、
腕
用
ポ
ン
プ

の
試
運
転
や
使
用
法
の
練
習
も
兼

ね
て
定
期
演
習
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
腕
用
ポ
ン
プ
に
代
わ
っ
て
登
場

し
た
の
は
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
で
あ

る
。
昭
和
九
年
、
浦
田
地
区
で
一

台
を
購
入
し
て
い
る
が
、
戦
後
、

昭
和
二
十
五
年
よ
り
順
次
購
入
さ

れ
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
腕
用
ポ

ン
プ
カ
ら
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
に
完

全
に
切
り
替
わ
っ
た
。
ま
た
、
ガ

ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
は
大
型
よ
り
、
運

搬
が
容
易
な
小
型
を
中
心
に
整
備

さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
完

全
に
小
型
の
み
の
使
用
と
な
り
、

台
数
も
現
在
と
ほ
ぽ
同
じ
三
十
台

が
配
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四

十
四
年
に
最
初
の
消
防
自
動
車
が

購
入
さ
れ
、
機
動
力
も
あ
が
っ
た
。

　
　
■

（
現
在
は
本
部
分
団
、
松
之
山
分

団
、
湯
本
分
団
に
各
一
台
ず
つ
配

備
さ
れ
て
い
る
）

組
織
の
変
遷

　
明
治
期
に
消
防
の
任
務
に
あ
た

っ
て
い
た
の
は
各
集
落
ご
と
の
火

防
組
、
若
連
中
の
若
者
で
あ
っ
た
。

　
大
正
時
代
に
入
り
、
村
と
し
て

統
一
さ
れ
た
消
防
組
を
組
織
す
る

議
論
が
活
発
と
な
っ
た
。
大
正
四

年
刊
行
の
浦
田
村
是
に
次
の
記
述

が
あ
る
。
「
・
：
・
明
治
四
十
三
年
、

浦
田
村
青
年
会
設
立
以
来
、
寄
付

金
お
よ
び
村
費
を
以
て
卿
筒
（
そ

↓ 眠
凝
網霧

膿鶏口
　登■

鱗謝、凋
町資料館に展示されている消防用具

く
と
う
國
腕
川
ポ
ン
プ
の
こ
と
）

．
二
台
そ
の
他
の
器
具
を
購
入
し
、

青
年
は
無
報
酬
を
以
て
、
各
受
け

持
ち
年
限
を
定
め
て
消
防
に
服
務

し
つ
つ
あ
り
。
近
く
村
費
を
以
て

必
．
要
な
る
一
切
の
器
具
と
設
備
と

を
調
べ
、
本
村
を
三
部
に
区
画
し

て
公
設
消
防
組
に
改
め
ん
と
す
：
じ

ま
た
、
大
正
五
年
九
月
の
松
之
山

村
議
会
に
村
長
は
「
松
之
山
村
消

防
組
設
置
規
定
」
の
議
案
を
提
出

し
、
そ
の
発
案
理
由
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
「
…
数
年
来
、
警

察
官
署
の
要
望
が
あ
り
、
村
内
に

お
い
て
も
設
置
希
望
の
向
き
が
あ

る
。
そ
の
趣
旨
は
、
消
防
従
事
者

の
規
律
を
本
位
と
し
て
、
不
測
の

災
害
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
本
村

の
よ
う
に
集
落
が
点
々
と
散
在
し
、

地
勢
が
凹
凸
で
車
馬
の
交
通
が
不

便
な
地
に
あ
っ
て
は
、
い
た
ず
ら

に
壮
．
大
な
設
備
に
だ
ま
さ
れ
る
よ

り
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
集
落
的

設
備
を
施
し
、
全
村
を
統
一
し
た

規
律
の
も
と
に
動
作
を
敏
速
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
災
害

砂
防
備
の
本
旨
に
適
応
し
た
も
の

と
い
え
る
。
：
：
」
大
正
六
年
、
浦

田
村
消
防
組
・
松
之
山
村
消
防
組

が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
た
。

　
戦
時
色
の
濃
く
な
っ
た
昭
和
十

四
年
、
消
防
組
は
防
空
業
務
も
合

わ
せ
持
つ
警
防
団
と
な
っ
た
が
、

戦
後
、
存
続
理
由
が
な
く
な
り
、

昭
和
二
十
二
年
に
消
防
団
に
改
廃

さ
れ
た
。
ま
た
、
消
防
は
明
治
以

来
警
察
の
指
揮
の
も
と
に
行
わ
れ

て
き
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
三
月

七
口
の
「
消
防
組
織
法
」
の
施
行

に
よ
り
、
消
防
業
務
は
市
町
村
に

移
行
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十

年
、
浦
田
村
・
松
之
山
村
の
合
併

に
と
も
な
い
松
之
山
村
消
防
団
が

結
成
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
、
町

制
施
行
に
よ
り
、
松
之
山
町
消
防

団
と
改
称
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
一
H
、
上

越
地
域
消
防
事
務
組
合
が
発
足
し

た
。
上
越
市
・
新
井
市
・
中
頸
城

郡
・
東
頸
城
郡
・
名
立
町
の
二
市

九
町
八
村
で
構
成
さ
れ
、
消
防
事

務
救
急
、
救
助
事
務
を
共
同
で
処

理
す
る
．

　
平
成
元
年
度
の
分
担
金
総
額
は

十
七
億
三
、
O
八
六
万
三
千
円
で
、

そ
の
う
ち
松
之
山
町
の
分
担
金
は

四
、
六
九
五
万
七
千
円
で
あ
る
。

念
願
の
松
之
山
分
遣
所
は
、
昭
和

五
十
六
年
四
月
十
三
日
に
開
設
さ

れ
、
常
設
消
防
と
し
て
、
大
き
な

安
心
感
を
与
え
て
く
れ
九
。

　
　
　
　
　
文
責
・
室
橋
正
美

ワラ工品、竹細工

道場
　／

開催計画のご案内
　
生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
ワ
ラ
工

品
や
竹
細
工
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
四
十
代
前
半
の
人
達

は
「
わ
ら
ぞ
う
り
」
さ
え
作
れ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
ん
な
技
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
行
く
こ
と
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
の
晩
秋
か
、
初
冬

に
「
技
道
場
」
と
名
う
っ
て
い
ろ

ん
な
作
品
を
持
ち
寄
り
、
作
品
展

を
行
い
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
が
伝
承
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
も
考
え
て
お
り
ま
す

　
な
ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
こ

の
冬
の
う
ち
に
作
っ
て
お
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
が
決
ま
り
次
第
、

ま
た
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
関

心
の
あ
る
方
、
公
民
館
ま
で
電
話

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
松
之
山
公
民
館
（
六
ー
二
二

　
　
六
五
番
）
　
担
当
　
竹
内

　　　　　　　　　∫

今では実用より観光民芸品としての価値が出

て来たワラぞうり。振興課では作ってもらえ

る人を探しています。

促進運動を実施中です定期点検整備ただいま

　自動車は、日常生活、仕事、

レジャー等において必要不可

欠なものとなっています。

「くるま社会」を安全で快適

なものにするためには、自動

車使用者の皆さんの1人1人
が責任をもって管理していた

だくことが必要です。

　車両故障の未然防止、有害

な排ガスの低減、燃費の向上

を図るために定期点検・整備

を行いましょう。

　　　　　　新潟陸運局

ら　　　　　　　　　　　　　　　　お

　ぜ

一禦1離勘
　　　　　　　　　●』轟

．
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消
防
用
具
の
変
嘘

　
明
治
期
の
消
火
用
具
は
水
か
、
こ

や
水
桶
、
そ
れ
に
と
び
ぐ
ち
が
主

な
も
の
で
あ
っ
た
。
火
事
に
な
っ

て
し
ま
え
ば
水
か
ご
や
水
桶
で
水

を
か
け
て
も
限
度
が
あ
り
、
と
び

ぐ
ち
で
燃
え
て
い
る
家
や
風
ト
の

家
を
破
壊
し
、
延
焼
を
防
ぐ
こ
と

が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

　
明
治
中
頃
に
開
発
さ
れ
た
腕
用

ポ
ン
プ
（
手
動
ポ
ン
プ
）
の
登
場

に
よ
っ
で
消
火
能
力
は
格
段
に
あ

が
っ
た
。
松
之
山
に
最
初
に
導
入

さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
二
年
で

あ
る
が
、
そ
の
後
大
正
時
代
に
入

っ
て
大
い
に
普
及
し
た
。
ま
た
、

普
及
に
と
も
な
い
、
腕
用
ポ
ン
プ

の
試
運
転
や
使
用
法
の
練
習
も
兼

ね
て
定
期
演
習
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
腕
用
ポ
ン
プ
に
代
わ
っ
て
登
場

し
た
の
は
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
で
あ

る
。
昭
和
九
年
、
浦
田
地
区
で
一

台
を
購
入
し
て
い
る
が
、
戦
後
、

昭
和
二
十
五
年
よ
り
順
次
購
入
さ

れ
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
腕
用
ポ

ン
プ
カ
ら
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
に
完

全
に
切
り
替
わ
っ
た
。
ま
た
、
ガ

ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
は
大
型
よ
り
、
運

搬
が
容
易
な
小
型
を
中
心
に
整
備

さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
、
完

全
に
小
型
の
み
の
使
用
と
な
り
、

台
数
も
現
在
と
ほ
ぽ
同
じ
三
十
台

が
配
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四

十
四
年
に
最
初
の
消
防
自
動
車
が

購
入
さ
れ
、
機
動
力
も
あ
が
っ
た
。

　
　
■

（
現
在
は
本
部
分
団
、
松
之
山
分

団
、
湯
本
分
団
に
各
一
台
ず
つ
配

備
さ
れ
て
い
る
）

組
織
の
変
遷

　
明
治
期
に
消
防
の
任
務
に
あ
た

っ
て
い
た
の
は
各
集
落
ご
と
の
火

防
組
、
若
連
中
の
若
者
で
あ
っ
た
。

　
大
正
時
代
に
入
り
、
村
と
し
て

統
一
さ
れ
た
消
防
組
を
組
織
す
る

議
論
が
活
発
と
な
っ
た
。
大
正
四

年
刊
行
の
浦
田
村
是
に
次
の
記
述

が
あ
る
。
「
・
：
・
明
治
四
十
三
年
、

浦
田
村
青
年
会
設
立
以
来
、
寄
付

金
お
よ
び
村
費
を
以
て
卿
筒
（
そ

↓ 眠
凝
網霧

膿鶏口
　登■

鱗謝、凋
町資料館に展示されている消防用具

く
と
う
國
腕
川
ポ
ン
プ
の
こ
と
）

．
二
台
そ
の
他
の
器
具
を
購
入
し
、

青
年
は
無
報
酬
を
以
て
、
各
受
け

持
ち
年
限
を
定
め
て
消
防
に
服
務

し
つ
つ
あ
り
。
近
く
村
費
を
以
て

必
．
要
な
る
一
切
の
器
具
と
設
備
と

を
調
べ
、
本
村
を
三
部
に
区
画
し

て
公
設
消
防
組
に
改
め
ん
と
す
：
じ

ま
た
、
大
正
五
年
九
月
の
松
之
山

村
議
会
に
村
長
は
「
松
之
山
村
消

防
組
設
置
規
定
」
の
議
案
を
提
出

し
、
そ
の
発
案
理
由
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
「
…
数
年
来
、
警

察
官
署
の
要
望
が
あ
り
、
村
内
に

お
い
て
も
設
置
希
望
の
向
き
が
あ

る
。
そ
の
趣
旨
は
、
消
防
従
事
者

の
規
律
を
本
位
と
し
て
、
不
測
の

災
害
を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
本
村

の
よ
う
に
集
落
が
点
々
と
散
在
し
、

地
勢
が
凹
凸
で
車
馬
の
交
通
が
不

便
な
地
に
あ
っ
て
は
、
い
た
ず
ら

に
壮
．
大
な
設
備
に
だ
ま
さ
れ
る
よ

り
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
集
落
的

設
備
を
施
し
、
全
村
を
統
一
し
た

規
律
の
も
と
に
動
作
を
敏
速
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
災
害

砂
防
備
の
本
旨
に
適
応
し
た
も
の

と
い
え
る
。
：
：
」
大
正
六
年
、
浦

田
村
消
防
組
・
松
之
山
村
消
防
組

が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
た
。

　
戦
時
色
の
濃
く
な
っ
た
昭
和
十

四
年
、
消
防
組
は
防
空
業
務
も
合

わ
せ
持
つ
警
防
団
と
な
っ
た
が
、

戦
後
、
存
続
理
由
が
な
く
な
り
、

昭
和
二
十
二
年
に
消
防
団
に
改
廃

さ
れ
た
。
ま
た
、
消
防
は
明
治
以

来
警
察
の
指
揮
の
も
と
に
行
わ
れ

て
き
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
三
月

七
口
の
「
消
防
組
織
法
」
の
施
行

に
よ
り
、
消
防
業
務
は
市
町
村
に

移
行
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十

年
、
浦
田
村
・
松
之
山
村
の
合
併

に
と
も
な
い
松
之
山
村
消
防
団
が

結
成
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
、
町

制
施
行
に
よ
り
、
松
之
山
町
消
防

団
と
改
称
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
一
H
、
上

越
地
域
消
防
事
務
組
合
が
発
足
し

た
。
上
越
市
・
新
井
市
・
中
頸
城

郡
・
東
頸
城
郡
・
名
立
町
の
二
市

九
町
八
村
で
構
成
さ
れ
、
消
防
事

務
救
急
、
救
助
事
務
を
共
同
で
処

理
す
る
．

　
平
成
元
年
度
の
分
担
金
総
額
は

十
七
億
三
、
O
八
六
万
三
千
円
で
、

そ
の
う
ち
松
之
山
町
の
分
担
金
は

四
、
六
九
五
万
七
千
円
で
あ
る
。

念
願
の
松
之
山
分
遣
所
は
、
昭
和

五
十
六
年
四
月
十
三
日
に
開
設
さ

れ
、
常
設
消
防
と
し
て
、
大
き
な

安
心
感
を
与
え
て
く
れ
九
。

　
　
　
　
　
文
責
・
室
橋
正
美

ワラ工品、竹細工

道場
　／

開催計画のご案内
　
生
活
様
式
の
変
化
に
と
も
な
い
、

昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
ワ
ラ
工

品
や
竹
細
工
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
四
十
代
前
半
の
人
達

は
「
わ
ら
ぞ
う
り
」
さ
え
作
れ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
ん
な
技
を
次
の
世
代
に
伝

え
て
行
く
こ
と
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
の
晩
秋
か
、
初
冬

に
「
技
道
場
」
と
名
う
っ
て
い
ろ

ん
な
作
品
を
持
ち
寄
り
、
作
品
展

を
行
い
た
い
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
が
伝
承
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
も
考
え
て
お
り
ま
す

　
な
ん
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
こ

の
冬
の
う
ち
に
作
っ
て
お
い
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
が
決
ま
り
次
第
、

ま
た
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
関

心
の
あ
る
方
、
公
民
館
ま
で
電
話

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
松
之
山
公
民
館
（
六
ー
二
二

　
　
六
五
番
）
　
担
当
　
竹
内

　　　　　　　　　∫

今では実用より観光民芸品としての価値が出

て来たワラぞうり。振興課では作ってもらえ

る人を探しています。

促進運動を実施中です定期点検整備ただいま

　自動車は、日常生活、仕事、

レジャー等において必要不可

欠なものとなっています。

「くるま社会」を安全で快適

なものにするためには、自動

車使用者の皆さんの1人1人
が責任をもって管理していた

だくことが必要です。

　車両故障の未然防止、有害

な排ガスの低減、燃費の向上

を図るために定期点検・整備

を行いましょう。

　　　　　　新潟陸運局

ら　　　　　　　　　　　　　　　　お
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遡霧泌可靭

篤蕪醗君

　NTTからのお知らせ

．「電話帳の掲載名に

　　　変更はありませんか」

　上越地区タウンページ（職業別電話帳）の平成3年度

版が発行されます。

　この電話帳に新たに掲載を希望される方、または掲載

名称を変更される方で届けの済んでいない方は、近くの

NTT営業所へ届出てください。

。・電話帳発行時期　6月1日

。掲載名届け締切　3月11日

。広告掲載申込み締切　2月28日

。届け出・問い合わせ先

　　　　　　　　N　T　T安塚営業所（電話2－2200番）
ノ

おめでた（出生）

秀世ちゃん佐藤　富春さんの長男（天水越）

荘fちゃん　佐藤喜一郎さんの二男（天水越）

窃《聖》み（死亡》

村山　義信さん　77歳（古戸）田丸屋

保坂伊之松さん　81歳（豊田）横道後

※1月1日から31日までの届出分です。

（生年月日）

3・1・5

3・1・4

（死亡年月日）

3・1・9

3・1・17

　
黒
1
の
単
ハ
ネ
が
手
筋
。
た
だ
し
こ
れ
で
安
心
さ

れ
て
は
困
り
ま
す
。
白
2
の
ヘ
コ
ミ
に
気
づ
く
か
ど

う
か
が
第
二
の
関
門
で
、
黒
3
に
白
4
と
は
じ
い
て

コ
ウ
が
正
解
で
し
た
。

鼎圭
一

一 ｝ 一

●一一』一
一

●一1 一 一

ρ● 一 一 　

1
月
号
の
答
え

正解者

　若井千代松さん（小　谷）

　村山　　伸さん（湯　本）

　久保田光栄さん（天水島）

五

四

イ　ロ　ハ　ニ　ホ　ヘ　ト　チ　リ　ズ

黒先生き　（1手だけ）

　3分で初段

　詰碁の解答を募集してい

ます。2月25日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

，一腸

有
段
を
め
ざ
し
て

車両系建設機械運転技能講習

凝
β

｝
）

9’ン h

膨

のお知らせ

◎“

κ
、
、諏冶

　
戸
，

　
機
体
重
．
壁
．
．
一
ト
ン
以
ト
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ

ル
、
バ
ッ
ク
ホ
ー
及
び
く
い
打
機

等
の
運
転
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
り
、
指
定
教
習
機
関
の
行
う

技
能
講
習
を
修
了
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
、
運
転
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
技
能

講
習
が
平
成
三
年
度
は
次
の
日
程

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
、
運

　
搬
、
積
込
み
及
び
掘
削
用
）
運

　
転
技
能
講
習

・
学
科
　
　
四
月
四
日
・
五
日

　
　
　
　
九
月
十
八
日
・
十
九
口

・
実
技
　
四
月
八
H
～
十
二
日

　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
～
二
十

　
　
　
　
七
日

　
※
大
型
特
殊
免
許
取
得
者
は
実

　
　
技
一
日
で
修
了

▼
実
施
場
所

　
神
鋼
コ
ベ
ル
コ
建
機
（
株
）
新

　
潟
建
設
機
械
セ
ン
タ
r

　
　
新
潟
市
新
崎
二
五
六
番
地

　
　
電
話
〇
二
五
－
二
五
九
－
四

　
　
二
一

※
詳
細
問
合
せ
先

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
新

　
潟
支
部

　
　
新
潟
市
新
光
町
七
ー
五
　
新

　
　
潟
建
設
会
館
内

　
　
庵
話
〇
二
五
ー
二
八
五
ー
七

　
　
一
四
一

　
な
お
、
一
回
口
、
二
回
目
と
も

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
受
け
よ

う
と
思
わ
れ
る
方
は
支
部
の
方
に

問
含
せ
て
く
だ
さ
い
。

材

・あんぽ粉750g

・小麦粉　　250g

・人　参　100g

・ゴボウ　　100g

・さつま芋100g

・カボチャ100g
・ネ　ギ　　50g

　　料
・白ゴマ　25g

・塩　　　10g

・重　曹　5g

・スキムミルタ

　　　　259
・熱　湯

　　3．5カップ

一
ハ
知較

、
、

～

　伝えてゆきたい愚るさと⑳味　　一　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　Part　III　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　“まぜあんぽ“　　　　i
（作り方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き①、ゴボウは5mm角位に角切りし水につけて良くアクを抜き、i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　水気を切っておく。　　　　　　　　　　　　　　　　i

②、人参、さつまいも、カボチャも5mm角に切る。ネギは5mm　i

　　の長さに切る。　　　　　　　　　　　　　　　　　1
③、分量のあんぽ粉、小麦粉、重曹、塩、ス，キムミルクを鉢のi

　　中で混ぜ、その中に①、②と白ゴマを入れて熱湯を少しず1

　　つそそいで軽く混ぜる。　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ④、③の中に適宜熱湯をそそいであんぽの要領でこねてゆく。i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　（手でまとまる程度の硬さ）　　　　　　　　　　　　　1
⑤、こねあがったら棒状に形を整え、蒸器で15～20分位蒸す。　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　蒸し上がったら少し冷ましてから食べやすい大きさに切る。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き※ワカメ、ひじき、コーン等を入れても美味しい。　　　　　1
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技
能
講
習

・
学
科
　
　
四
月
四
日
・
五
日

　
　
　
　
九
月
十
八
日
・
十
九
口

・
実
技
　
四
月
八
H
～
十
二
日

　
　
　
　
九
月
二
十
四
日
～
二
十

　
　
　
　
七
日

　
※
大
型
特
殊
免
許
取
得
者
は
実

　
　
技
一
日
で
修
了

▼
実
施
場
所

　
神
鋼
コ
ベ
ル
コ
建
機
（
株
）
新

　
潟
建
設
機
械
セ
ン
タ
r

　
　
新
潟
市
新
崎
二
五
六
番
地

　
　
電
話
〇
二
五
－
二
五
九
－
四

　
　
二
一

※
詳
細
問
合
せ
先

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
新

　
潟
支
部

　
　
新
潟
市
新
光
町
七
ー
五
　
新

　
　
潟
建
設
会
館
内

　
　
庵
話
〇
二
五
ー
二
八
五
ー
七

　
　
一
四
一

　
な
お
、
一
回
口
、
二
回
目
と
も

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
受
け
よ

う
と
思
わ
れ
る
方
は
支
部
の
方
に

問
含
せ
て
く
だ
さ
い
。

材

・あんぽ粉750g

・小麦粉　　250g

・人　参　100g

・ゴボウ　　100g

・さつま芋100g

・カボチャ100g
・ネ　ギ　　50g

　　料
・白ゴマ　25g

・塩　　　10g

・重　曹　5g

・スキムミルタ

　　　　259
・熱　湯

　　3．5カップ

一
ハ
知較

、
、

～

　伝えてゆきたい愚るさと⑳味　　一　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　Part　III　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　“まぜあんぽ“　　　　i
（作り方）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き①、ゴボウは5mm角位に角切りし水につけて良くアクを抜き、i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　水気を切っておく。　　　　　　　　　　　　　　　　i

②、人参、さつまいも、カボチャも5mm角に切る。ネギは5mm　i

　　の長さに切る。　　　　　　　　　　　　　　　　　1
③、分量のあんぽ粉、小麦粉、重曹、塩、ス，キムミルクを鉢のi

　　中で混ぜ、その中に①、②と白ゴマを入れて熱湯を少しず1

　　つそそいで軽く混ぜる。　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ④、③の中に適宜熱湯をそそいであんぽの要領でこねてゆく。i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　（手でまとまる程度の硬さ）　　　　　　　　　　　　　1
⑤、こねあがったら棒状に形を整え、蒸器で15～20分位蒸す。　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　蒸し上がったら少し冷ましてから食べやすい大きさに切る。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き※ワカメ、ひじき、コーン等を入れても美味しい。　　　　　1
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1
鴇
O
l

●

もとやまふゆみさん
　（松之山　大清水）

広報

19913月号（Nα181）

ゆかちゃんとけんたくんと遊んでいるところ

お父さんの顔

なかじまこうくん
　　（水梨　土橋）

おおたけけんたくん
　　（町営住宅）

媒紬

総韓
、

ウルトラマンが戦いおわったところ

やしまゆかさん
　（教員住宅）

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
｝
　
　
・
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
置

　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ

　
　
　
　
　
　
沸
赦
轡

愈
畢

　
　
　
　
　
3
㌦
蕩
、

3

究
さ
幅

うさぎさんたちと遊んでいるの嬉
凌

ノ

▼
1
月
の
で
き
ご
と

9
U
　
議
会
建
設
委
員
会
陳
情

　
　
　
（
m
日
ま
で
）

15

H
　
湯
本
婿
投
げ
・
す
み
ぬ
り

　
　
祭

餌
口
　
国
保
運
営
委
員
会

25
H
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
報
会
、
議

28
目
　
民
生
委
H
ハ
会

　
　
農
業
委
員
会
総
会

29

H
　
転
作
連
絡
協
議
会

訓
H
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
、
長
会
議

▼
2
月
の
予
定

－
目
　
誠
会
各
委
員
会
．
r
算
説
明

　
　
会

　
　
ゆ
き
ぐ
に
森
林
組
合
発
足

2
H
　
松
之
山
ス
キ
ー
大
会
（
3

　
　
H
ま
で
）

4
．
日
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

5
H
　
水
田
農
業
確
立
対
策
推
進

9
H
　
浦
田
』
口
　
，
㌧
　
（
1
1
H
ま
で
）

26
目
　
議
ム
バ
運
営
委
昌
ハ
八
ム

27

H
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
卒

　
　
業
式

　
　
　
　
　
編
集
後
記

小
雪
小
蛍
，
と
喜
ん
で
い
た
ら
、

一
月
末
か
ら
、
．
月
に
か
け
て
表
と

圭
っ
た
降
塘
婁
が
あ
り
、
一
．
月
一
、
日
、

っ
い
に
一
．
一
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
ま

し
た
。
　
（
役
場
前
）

　
、
や
っ
と
雪
国
松
之
山
ら
し
く

な
っ
た
な
～
」
な
ど
と
H
で
は
．
冒

っ
て
も
、
内
心
困
っ
た
と
思
っ
て

い
る
人
が
大
半
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
降
れ
ば
充
分
で
す
ね
。

　
．
平
成
』
一
年
も
一
ヵ
月
が
「
あ
っ
」

と
い
う
問
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
月
の
末
に
は
高
校
の
卒
業

式
と
、
ま
た
あ
わ
た
だ
し
い
時
期

が
や
っ
て
来
ま
す
。
カ
ゼ
な
ど
引

か
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

二
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
一
、
一
、
八
四
六
（
一
）

　
男
／
一
、
八
八
七
（
一
）

　
女
／
一
、
九
κ
九
（
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
七
六
（
一
）

（
）
内
は
一
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
二
月
号

平
成
三
年
二
月
卜
二
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
含
六
i
一
．
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

少年男子リレーのアンカーとして1位でゴールインする福原賢君

蝶搬乗、踊購繍衛瓢

瓢人も今年卒業・大

塩
沢
・
六
日
町
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
冬
季
国
民
体
育
大
会
。

新
潟
県
選
手
団
は
地
元
の
期
待

ど
お
り
男
女
総
合
優
勝
（
天
皇

杯
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

松
之
山
か
ら
出
場
し
た
福
原
・

小
野
塚
・
村
山
の
三
人
も
大
活

躍
。
総
合
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

（
写
真
・
新
潟
日
報
社
提
供
）


